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背 景  

 本 県 の カ ン キ ツ 産 地 は 、 高 齢 化 が 著 し く 進 み 、 生 産 量 は ピ ー ク 時 の  

５ ％ 以 下 ま で 減 少 し て お り 、 産 地 維 持 の た め に は 担 い 手 へ の 園 地 の 基

盤 整 備 と 集 積 に よ る 規 模 拡 大 が 急 務 で あ る 。 大 規 模 経 営 で の 収 量 ・ 品

質 の 高 位 平 準 化 と 省 力 化 を 可 能 と す る 技 術 の 開 発 が 必 要 で あ る 。  

 

目 的  

 遠 隔 操 作 が 可 能 な 通 信 型 マ ル ド リ シ ス テ ム は 「 メ イ ン ユ ニ ッ ト 」 と  

「 サ ブ ユ ニ ッ ト 」 で 構 成 さ れ 、 メ イ ン ユ ニ ッ ト は 液 肥 の 量 や 濃 度 の 調  

節 、 サ ブ ユ ニ ッ ト は 、 液 肥 を 定 時 に 供 給 す る 役 割 を 担 う （ 図 １ ） 。 本  

シ ス テ ム を 基 盤 整 備 園 地 へ 導 入 す る た め 、 サ ブ ユ ニ ッ ト の 低 コ ス ト 化  

を 図 る と と も に 、 各 種 セ ン サ ー の 接 続 に よ り 、 園 地 の 見 え る 化 と 自 動  

制 御 を 進 め 、 新 規 就 農 者 等 で も 省 力 か つ 高 品 質 安 定 生 産 を 可 能 と す る  

技 術 を 開 発 す る 。  

 

具 体 的 な 成 果  

 サ ブ ユ ニ ッ ト の 圧 力 計 を 除 き 、安 価 な 電 磁 弁 に す る こ と で 、製 造 コ ス

ト を 40％ 下 げ る こ と が で き る （ 図 ２ ）。  

 

 液 肥 の 有 無 確 認 の た め 設 置 し て い た EC セ ン サ ー の 接 続 部 か ら 漏 水 す

る こ と や 数 値 が 安 定 し な い こ と か ら 、 EC セ ン サ ー に 変 え て タ ン ク へ の

水 位 計 の 設 置 に よ り 、水 位 を 常 時 計 測 し 液 肥 の 施 用 状 況 を 確 認 す る こ と

で 漏 水 等 の ト ラ ブ ル の な い 安 定 し た シ ス テ ム に な る 。タ ン ク の 液 肥 残 量

を 「 残 量 少 」、「 要 補 充 」 な ど 、 ホ ー ム ペ ー ジ や LINE 通 知 で き る （ デ ー

タ 省 略 ）。  

 

 水 ポ テ ン シ ャ ル セ ン サ ー （ METER 社  CDC-TEROS-21） か ら pF 値 と 体

積 含 水 率 が 測 定 で き 、 こ れ を 通 信 型 マ ル ド リ の サ ブ ユ ニ ッ ト に 接 続 し 、 

各 園 地 の pF 値 が 測 定 可 能 と な る 。ま た 、測 定 値 を 保 存 で き る よ う に し 、

可 視 化 シ ス テ ム の ホ ー ム ペ ー ジ で 確 認 す る こ と が で き る （ 図 ３ ）。  

 

 無 降 雨 日 数 と 水 ポ テ ン シ ャ ル セ ン サ ー 値 か ら 、過 乾 燥 時 に 追 加 潅 水 す

る シ ス テ ム を 構 築 で き た （ 図 ４ ）。  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 1  通 信 型 マ ル ド リ シ ス テ ム メ イ ン ユ ニ ッ ト お よ び サ ブ ユ ニ ッ ト   

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２  低 コ ス ト サ ブ ユ ニ ッ ト    

水位センサー 

図 ３  可 視 化 シ ス テ ム か ら 各 園 地 の  

土 壌 pF 値 が 確 認 可 能  

図 ４  自 動 追 加 潅 水 フ ロ ー 図  


